
 月 火 水 木 金 

 

 

午前 

9:00 

～ 

12:30 

 

・整形外科(栗田) 

 

・小児科(菱川) 

 

・児童精神科(野邑) 

 

 

 

 

 

・小児科(橋本) 

 

・皮膚科 

 

・児童精神科(山本) 

 

・歯科(松野) 

 

  

 

 

・整形外科(栗田) 

  

・小児科(平岩) 

 

・児童精神科(加藤) 

 

・眼科(岩味) 

 ＜第2.4＞ 

 

・リハ科(岡川) 

 

・耳鼻科(別府) 

 

・発達外来(安井) 

・小児科(横井) 

 ＜第1.3.5＞ 

・児童精神科(朝本) 

＜第2.4＞ 

・歯科(岡本) 

 ＜第1.3.5＞ 

 

・整形外科(萩野) 

 

・小児科(安井) 

 

・児童精神科(小川) 

 ＜第1.2.4.5＞ 

  

 

 

 

午後

1:30      

～     

5:00 

 

・耳鼻咽喉科(別府) 

 

・児童精神科(野邑) 

 

・内科(西村) 

  *循環器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

・小児科(麻生) 

＜第1＞ 

・小児発達外来(安井) 

＜第2.3.4.5＞ 

・児童精神科(加藤) 

・泌尿器科(斎藤) 

 ＜第2・4＞ 

・眼科(髙井) 

 ＜第1.3＞ 

・歯科(林) 

     

    

    

・リハ科(岡川) 

 

・歯科(岡本) 

 ＜第1.3.5＞ 

 

 

 

・小児外科  

 ＜第1/新美＞  

 ＜第3/田中＞ 
   

・児童精神科(小川) 

 ＜第1.2.4.5＞ 
 

・歯科(堀部) 

  

 〒452-0822 愛知県名古屋市西区中小田井五丁目89番地  

  電話     （０５２）５０１－４０７９ 

  FＡＸ （０５２）５０１－４０８５ 

  Email   aoitori@bk9.so-net.ne.jp 

外来診療のご案内 

 

ホームページもご覧ください        

http://aoitori-center.com/ 

＊過去の「のびやか」も掲載されています。   

○令和元年12月1日現在の外来診療です。 

○受診を希望される方は、電話で予約してください。 

 三つの大きな柱（理念）  

  1 すべての人の命と生活を「ささえます」  

  2 ともに生きる社会を「めざします」  

 3 これらを私たちの使命として「はたします」 

印刷・折込作業：社会福祉法人 名古屋ライトハウス 

 

福祉と障がい者理解のための情報紙  令和元年12月発行（年3回発行）      愛知県青い鳥医療療育センター 

 表紙 どんぐり園秋のピクニック 1 

 リハビリテーション科より 

ことばを「聞く力」・「話す力」 

の発達        

2～3 

 地域療育研修会報告 4～5 

 どんぐり園からのご案内 

 本の紹介 
6   

 入所部門の取りみ紹介⑦ 7 

 掲示板 8 

目次： 
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や の び 
医療型児童発達支援センター どんぐり園 

 秋のピクニック ～名古屋港水族館～ 

 
医療型児童発達支援センター「どんぐり園」は当センターの２階にあり、就学前のお子さ

んがご家族と一緒に通っています。 

10月のピクニックは、11日と１８日の２日に分かれ、電車に乗って名古屋港水族館へ

行ってきました。水族館の入り口を通過すると、大きなイルカさんとご対面。たくさんのお

客さんがいましたが、どんぐりのお友だちはイルカさんに夢中でした。館内ではイルカさん

の他にいろいろな海の生き物たちとの出会いがありました。お昼ご飯はお母さんの手作りの

お弁当。みんな、パクパクとおいしそうに食べていました。午後から見たペンギ

ンさんは歩く姿がとてもかわいかったです。水槽に飛び込むと颯爽と泳ぎ、かっ

こいい姿も見ることができました。１日たくさんあそんで、お友だち、お母さ

ん、先生たちとの思い出がたくさんできました！！ 

 イルカさんこんにちは！  私たちクマノミのお勉強中…？  

 湿地帯の生き物をじーっと観察 
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人と人とが、社会の中で意思・感情・自分

の考えたこと等を伝え合うことを「コミュニ

ケーション」といいます。コミュニケーショ

ンの手段としては、まずことばがあります。 

ことばを使うことで私たちは普段何気なく友

達と会話を楽しんだり、家族と今日あったこ

とを伝えあったりしていますが、コミュニ

ケーションにはことば以外の手段もありま

す。ことば以外の手段としては表情、声の強

弱、身ぶりといったものがあります。ことば

だけではなく表情（喜んでいるかな？嫌がっ

ているかな？）などからも相手の意思や気持

ちを考えながら人とコミュニケーションを

とっています。 

 

コミュニケーション手段は色々ありますが

今回はことばについてお話をしたいと思いま

す。ことばには「聞く力」と「話す力」があ

ります。 

まずはことばを聞く力についてです。 

 

こどもがいつからことばを聞くことができ

るのか、この答えは生まれて間もない新生児

期からことばというものを好んで聞いている

と考えられています。生後2〜7日の新生児が

母親の語りかけを聞くことで脳の反応がより

見られたり、母国語と外国語を聞いた時の赤

ちゃんの反応を比べた時には、母国語の方を

より好んで聞いているといわれています。ま

た、新生児期の赤ちゃんはあらゆることばの

音を聞き分ける力が備わっていると言われて

います。世界中には、600の子音と200の母音

があると言われています。この音の違いを新

生児は区別できると考えられています。音の

違いが分かる時期から次第

に母国語に必要な音のみを

知覚するようになっていき

ます。そして生後6ヶ月くら

いになってくると音だけで

はなく、生活環境の中でなじみのあることば

を学習するようになってきます。生後6ヶ月

の赤ちゃんは、自分の名前を呼ばれると振り

向くようになります。この時期になると、少

しずつですが周りで話されることばのニュア

ンスがわかるようになってきます。ただ、違

う名前で呼んでも振り向むいてしまうことが

ある等、まだまだことばを理解するという点

においては不確かな時期です。そして1歳6ヶ

月くらいになると、理解できることばは飛躍

的に増えていきます。この時期になると、簡

単なことばの指示を聞いて理解

できたり、言われたことばを理

解して指差してアピールしたり

といったこともできるように

なってきます。 

 

次はことばを話す力の発達についてです。 

まず誕生直後はことばとしての意味をもた

ない泣き声等の初期の発声が聞かれます。次

いで生後2ヶ月～3ヶ月になると泣き声だけで

はなく、「クーイング」と呼ばれる喉の奥で

クーとなるような音が聞かれるようになりま

す。そして、「あーうー」などの母音に似た

発声をするようになります。次に5、6ヶ月に

なると「ばばば…」「ままま…」などの子音

と母音を含んだ発声をするようになります。

これを「喃語」と言ったりします。この時期

はまだことばとしては聞き取れませんが、出

せる音を使って何かを伝えているかのように

見えたり、発声を楽しんでいるように見える

こともあります。 

そして個人差はありますが1歳頃になるとこ

とばが出てくるようになり、

1歳6ヶ月になると急激に話せ

る言葉が増えてくる時期が

やってきます。このことを語

彙爆発の時期と言ったりもし

ます。 

 リハビリテーション科  

  ことばを「聞く力」「話す力」の発達 
 

              言語聴覚士 高田 直人 
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 毎年恒例の秋祭りを行いました！！ 
たんぽぽ西棟では、毎年9月に秋祭りを行っています。 

今年の秋祭りは「おみこしわっしょい」と「縁日体験」でした。地域のお祭りに行く機会のない

人が多いため、お祭りの雰囲気を味わってもらおうと、スタッフがおみこしを作成しました。 

オープニングにおみこしが登場し、利用者さんの近くを「わっしょい、わっしょい」と回ると、

いっきに病棟がお祭りの雰囲気に！！ 

「縁日体験」では射的と綿菓子作りをしました。射的ゲームでは、車椅子からでも飛ばしやすい

ように考え、手作りした射的セットで缶の的を狙いました。綿菓子作りでは、利用者さんに綿菓

子を作ってもらったり、作る様子を近くで見てもらいました。縁日ブース

を待っている間には和太鼓隊が利用者さんを順に回り、スタッフと一緒に

太鼓を叩いて、お祭りの雰囲気を更に盛りあげていました！！ 

最後に作った綿菓子をみんなで食べて大満足の秋祭りでした！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 療養介護・医療型障害児入所施設  

   各棟取り組み紹介⑦    たんぽぽ西棟        

本格的！わたがしづくり 

 ふわふわでおいしい！ 

   スタッフ手作りの射的 

「未来はこれから変えることができるんだ！」 

     「おみこしわっしょい」 

 法被姿の職員と利用者さん 笑顔が素敵！！ 
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医療型児童発達支援センター どんぐり園は就学前の肢体不自由・重症心身障害のお子さんが

親御さんと一緒に通園する施設です。医療・リハビリテーション・保育など総合的な療育を行っ

ています。どんぐり園では令和2年度の入園申し込みを受け付けています。 

 

☆つくしクラス （未満児：概ね2歳から～）  週3日   

☆たけのこクラス（年少児）         週5日   

☆そらまめクラス（年中・年長児）      週5日   

  ★年間行事：遠足（春・秋）・プール療育・家族参観 等  

  ★個々のお子さんに応じた給食提供（6段階）をしています。 

 

入園前のおひさま教室（体験教室）も行っています。 

お母さん、お父さん、子育てについて一緒にお話ししませんか。 

まずはお気軽にお電話をください。 

 

   ＜お問い合わせ先＞ どんぐり園  

       電話 052－501－4079 （内線274） 

読書コーナー  

「バムとケロのおかいもの」 
         島田ゆか 作/絵 

 

 

 

 

「バムとケロのおかいもの」は、一緒に暮らす犬のバムとカエルのケロちゃんが市場へ月に

一度のおかいものに出かけるお話です。 

市場では、ケロちゃんの破れたチョッキの生地を「きじやさん」で買うところから始まり、

売り物の野菜をかじりまくるうさぎの「やおやさん」、不思議な「ハムスターのお店」、市場

でお食事、「ゆかいなとびら」「こっとうやさん」と買い物を楽しむ様子が描かれています。 

こども向けの絵本ですが、主人公のバムとケロちゃんの表情が何とも言えず、大人が見てい

ても思わず笑顔がこぼれる、ほのぼのストーリーになっています。バムとケロ以外の登場人物

も多彩で各々に個性があって、主人公以外のキャラクターのところでも話が進んでいたりする

のがまた面白くもあり楽しいです。 

絵本を読むだけでなく、絵の中を「じーーっ」と観察して、細かなストーリー

をこどもと一緒になって発見することもとても楽しいです。 

色々な発見もあり、かわいい絵を見ているだけでとてもわくわくする絵本で

す。ぜひおすすめしたい一冊です。 

                          （看護師 鈴木） 

どんぐり園入園受付・ 

     おひさま教室（体験教室）のご案内 

 

語彙爆発の時期の前までは、1日におよそ

0.18語、ひと月に5～6語程度のことばを理解

していくと考えられており、語彙の爆発期以

降には1日に平均0.84語、ひと月に平均24.3語

という驚きのスピードで語彙を習得していく

とされています。そしてことばが増えてくる

と、言葉を2つつなげて2語文が話せるように

なり、2歳6ヶ月くらいなると3語文が聞かれる

ようになってきます。 

 

ことばは急に増えてくるわけではなく、クー

イングといった発声から始まって、喃語と呼

ばれる子音と母音の組み合わせを言えるよう

になるなど発達段階があります。 

ことばの発達について簡単に説明してきまし

たが発達には個人差があります。「○ヶ月

で、○歳から」といった表現をしてきました

が、これはおおよその目安になります。数字

にとらわれすぎてしまわないようにしてくだ

さい。 

 

先にお話ししたように、コミュニケーション

はことばだけではありません。相手の気持ち

や、感情を理解するのは表情や声のトーンな

どことば以外の情報からもたくさん理解する

ことができます。ことばが出ないからといっ

て相手とコミュニケーションを取れないとい

うわけではありません。 

ことばが出ていなくても、相手と関われる楽

しさを感じていく経験を積み重ねていくこと

は、他者とのやりとりの基礎になります。そ

の基礎の上にことばが乗ってくると、会話を

楽しむことができるようになります。 

ことばが出ていない時期においても人と関わ

れる楽しさをたくさん感じられる環境を作っ

ていくことが大切になると思います。 
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どんぐり園 

11月の作品紹介 

たけのこクラス・つくしクラスの作品 

 そらまめクラスの作品 

 きのこがいっぱい！！ 
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●「小児科整形外来  
 ～外来でよくある相談事について～」 
   リハビリテーション部長 萩野 精太 

  

 萩野医師より「小児整形外科外来でよくある

相談事」についてというテーマで、乳幼児期の

支援に携わる先生方にとって身近な話題から専

門的な内容まで、写真や動画を用いながらわか

りやすく説明がありました。 

 「くる病や股関節脱臼については保健セン

ターの健診等では聞いたことがあったが研修を

きいてよく理解できた」「保育園には転びやす

かったり、走り方の気になるお子さんがいるの

で参考になった」という感想がありました。ま

た、在宅リハビリや二分脊椎のお子さんの痛み

への対策についての質問がありました。 

 

 

 

●「障がい児の感覚特性の理解と支援」        

          作業療法士 廣瀬 美緒 

 廣瀬作業療法士より障害児の感覚特性の理解

と支援というテーマでお話をしました。発達障

がいや脳性麻痺の当事者の自伝や保育園などで

よくある事例をまじえ、お子さんの感覚につい

て様々な角度から具体的でわかりやすい説明が

ありました。 

 廣瀬先生がまとめとして「困った行動や不思

議な行動にはきっと理由があります。その理由

を理解するためには『感覚』はひとつの手がか

りになります。感覚の好き嫌いがわかるともっ

と仲良くなれるかもしれません。いつも同じで

はなく情動や体調に左右されたり、注意の向け

方の凹凸もあります。無理に慣れさせようとす

るより心地のよい環境を提供したり、能動的な

関わりができるようなサポートを大切にできた

ないいなと思っています。」と話されました。

研修終了後には「重症心身障害のお子さんの感

覚飽和状態について、心地良さなのか、回避な

のかをどのように判断すればよいのか」という

質問がありました。「こどもたちのもつ感覚特

性について、意識しながら支援する大切さを再

認識できた」という感想も聞かれました。 
 
 

障害児等療育支援事業 

    地域療育研修会を開催しました。（報告） 

 ・先天性股関節脱臼 

 ・O脚・ビタミン欠乏性くる病 

 ・うちわ歩行（内股歩き） 

 ・よく転ぶ 原因は？ 

  ・整形的な問題がある？  

   （外反扁平足・関節のやわらかさ） 

  ・バランスがわるい？ 

  ・体の使い方が苦手？ 

  ・注意散漫なのか？ 

    ・経験不足？ 

    ・発達性協調運動障害？ 

    ・自閉症スペクトラム・ADHD？ 

 ・障がい児の側彎 

  ・原疾患 

  ・側彎の問題点 

  ・治療について（装具療法・手術） 

 ・猿腕・関節のやわらかさについて 

 ・作業療法（士）とは 

 ・遊びたいのに遊べない 

 ・発達障害児にみられる感覚の問題 

 ・感覚統合理論  

   ・視覚・聴覚・味覚・嗅覚・触覚・ 

    前庭覚・固有受容覚について 

   ・感覚統合の発達について 

   ・行為機能障害・感覚調整障害 

   ・感覚処理 

   ・低反応・感覚探究・過反応への対応  

 ・肢体不自由児の感覚調整障害 

   感覚統合理論の考え方をいかして 

 ・適応反応 

第2回・第3回  

  地域療育研修会 
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 ●「コミュニケーションの発達と 
      自閉症スペクトラム障害」 
          言語聴覚士 高田 直人 

 高田言語聴覚士より「コミュニケーションの

発達と自閉症スペクトラム障害」というテーマ

でお話しがありました。 

 発話知覚（発話の口の動き（視覚情報）と音

声（聴覚情報）を統合して知覚処理をする力）

について、その根拠となるマガーク効果につい

て動画を用いて説明があると、会場が「ほー」

「おー」といったど声で包まれました。 

 ASD児は聴覚情報と視覚情報を統合すること

が難しく、バラバラに入力される刺激をまとめ

あげることが困難になり、そのことが言葉の発

達やコミュニケーションの発達に影響を与える 

という説明がありました。ASD児のことばを人

との関わりの中でどう育てるか。その説明とし

て、青い鳥での前言語期のコミュニケーション

支援について実際のSTのセラピー場面も動画で

紹介がありました。こどもの遊びに寄り添い、

強制をしない、大人の都合で遊びが中断されな

いというなかで警戒心が減り、安心感が持てる

ようになる。共感的（非要求的）な声かけが他

者への注意を向けるという力を発達させる。 

 こどもが車を動かしたら、大人も同じように

車を動かす。こどもが積み木を積んだら、大人

も同じように積み木を積む（逆模倣）。そのよ

うな関わりの中でASD児が自発的に大人に近づ

こうとする、笑いかけるなど人への注意が増え

ていくとのお話がありました。 

 講演後、「支援者は『楽しんでほしい！』

『いろいろな経験を積んでほしい』という願い

から遊びを提案したり、指し示すことも多くな

る。講演を聞きながらこどもの発達段階にあっ

た支援、関わり方をみつめなおす機会となっ

た」といった感想が届きました。 

 

 

 

 

 

●「てんかんの発作と介助」 
           

          小児科医師 平岩 文子  

 保育園や幼稚園、学校・親子通園・事業所等

では、てんかんのあるお子さんに出会う機会は

多いと思います。てんかん協会製作の動画など

をみながら発作時の声掛けや対応、坐薬の挿入

法についてなど具体的に学べる内容でした。 

 事前の質問もいくつかあり、講演後には出席

者のみなさんが熱心に先生に質問をされる姿が

ありました。てんかんは身近な疾患ですが、症

状はさまざまであり、支援者のみなさんはご家

族から聞き取った対応方法にあわせて対応して

いくこととなると思います。てんかんについて

の講演は数年ぶりの開催でしたが関心の高さが

うかがえました。 

  

 

  

 今年度は5市町村6名の親子通園職員の参加が

ありました。当センターどんぐり園職員、地域

療育のスタッフとともに通園施設の日々の療育

の中の一場面をきりとって、丁寧な検討を行い

ました。専門的な立場として言語聴覚士も参加

しました。インシデント研修では共に学びあう

空間の中で参加者全員が主体的に参加します。

経験年数や立場に関係なく、自分自身でしっか

りと事例のお子さんの情報収集をしながら、こ

どもの姿や事柄の背景・状況を捉えながら、考

えをまとめていきます。そして最後に「わたし

ならこうする！」を発表します。 

 今年の研修では「もう一度事例提供をしてみ

たい！」という先生がみえました。また研修後

に職場で報告会をしたり、自宅などで引き続き

考えたりしながら、数日後に自分なりの答えを

みつけられたという先生もみえました。3回

コースなので他市町村の先生との交流の場にも

なっています。次年度も開催を予定していま

す。定員のある研修になりますが、ぜひご参加

ください。 

                 （地域療育担当） 

・てんかん・てんかんの診断について 

・てんかん発作の種類・分類 

・てんかんの病因・治療方法 

・鑑別が必要な運動・精神症状 

・けいれん重積 

・自閉症スペクトラムとてんかん 

インシデント研修会（全3回） 

・コミュニケーションの発達 

・ことばを聞く力・ことはを話す力 

・発話知覚 

・自閉症スペクトラム障害の児の発話知覚 

・青い鳥医療旅センター言語療法での 

  コミュニケーション支援（前言語期） 


